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始動の春

ボランティア活動の
実績を受け、

福岡県の表彰を受けた
学生のインタビューを

掲載

中面をCHECK！



活動を通して得た力で
目指せ！理想の保育士
福岡県が実施するアンビシャス運動に関するボランティア活動を
2年生のころから続けてきた村上さんに、
活動の内容やそこで得た力についてお話を伺いました。

　

将
来
は
保
育
士
を
目
指
し
て
い

る
と
い
う
村
上
咲
樹
さ
ん
は
、福

岡
県
が
実
施
す
る「
青
少
年
ア
ン

ビ
シ
ャ
ス
運
動
」に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
。そ
の
実
績
が
認

め
ら
れ
、県
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
「
私
が
所
属
し
て
い
る
の
は
、ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
に
参
加
す
る
大

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
て
る
た

め
の
研
修
会
の
企
画
・
運
営
を
行
う

組
織
。大
学
生
に
子
ど
も
た
ち
と
の

接
し
方
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
ま
す
」

と
村
上
さ
ん
。大
学
生
へ
の
指
導
が

終
わ
っ
た
後
は
、実
際
に
子
ど
も
た

ち
を
呼
ん
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
む
な
ど
交
流
が
あ
り
、「
こ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
は
、他
大

学
の
学
生
の
意
見
を
聞
い
た
り
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る

な
か
で
、視
野
が
広
が
る
と
同
時
に

実
践
力
も
身
に
つ
く
こ
と
」と
語
り

ま
す
。

　

目
指
す
の
は「
子
ど
も
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
保
育
士
」。ア
ン
ビ
シ
ャ

ス
の
活
動
を
通
し
て
得
た
力
が
、

理
想
と
す
る
未
来
へ
の
第
一
歩
と

な
っ
て
い
ま
す
。

他
大
学
の
学
生
や
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
が
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
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（熊本県立第一高等学校出身）

［青少年アンビシャス運動とは］豊かな心、幅広い視野、それぞれの志を持つ（アンビシャスな）たくましい青少年の育成をめざす福岡県の県民運動。
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中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、

平
成
28
年
3
月
11
日
に
学
位
記
授
与
式
、

そ
し
て
、4
月
2
日
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
に
と
っ
て
は
社
会
へ
と
羽
ば
た
く
春
、

新
入
生
に
と
っ
て
は
新
た
な
学
生
生
活
の
は
じ
ま
り
と
な
る
春
。

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
思
い
で
迎
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
28
年
度
入
学
式

平
成
27
年
度
学
位
記
授
与
式

特集

学生広報アシスタント『PICKLES
（ピクルス）』が、

入学式・卒業式を取材しました
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平
成
28
年
4
月
2
日
、

や
わ
ら
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
た
春
の
こ
の
日
、

満
開
の
桜
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
新
入
生
と

保
護
者
の
皆
さ
ま
の
喜
び
に
満
ち
た
笑
顔
が

キ
ャ
ン
パ
ス
を
彩
る
中
、

式
も
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
、

今
年
も
ま
た
た
く
さ
ん
の
新
・
中
村
生
が

誕
生
し
ま
し
た
。

入
学
式

﹇
平
成
28
年
度
﹈

新入生コメント

矢野 みなみさん
病院での実習が楽しみです。サークルは迷ってい
ますがフラダンスに入りたいと考えています。アル
バイトもしたいと思っているので、勉強との両立を目
指して頑張ります！

八木 明日香さん（右）
授業とアルバイトの両立ができるかどうかが不安で
す。将来の目標は保育士になることなので、実習を
頑張りたいと思います。

中鉢 未優さん（左）
将来の目標は小学校の先生になること。いつも元気
で明るく、生徒と同じ目線に立てる先生になれたらと
思っています。

安部 誉さん（右）
サークルと授業を頑張りたい。勉強の面では資格を
多く取りたいです。サークルは今までテニスをしてい
たので、テニスサークルに入りたいと考えています。

秋月 祐二さん（左）
中村学園大学は男子学生が少ないので友人が作
れるか不安ですが、たくさん作って勉学に励みたい
と思います。

大学
流通科
学部

大学
教育学部

大学
栄養科
学部
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岩田 真奈さん
短大を楽しみにしていたのでこれからの二年間に
わくわくしています！たくさん友達を作って遊びも勉
強も充実した日々にしたいと思います。素敵な栄養
士になれるように頑張ります！

貞木 すみれさん（右）
短大という新しい環境にわくわくしています。学生生
活は毎日を充実させたいと思います。夢を叶えられ
るようにしっかり学びたいです！

川沿 真菜子さん（左）
今までと環境が変わるのでドキドキしています。学
生生活は努力しながらも楽しいものにしたいです！
中村学園で素敵な夢を見つけて、叶えられるように
頑張ります！

三好 楓子さん
中村学園にあこがれていたのでドキドキわくわくし
ています。いつも笑顔でみんなに好かれる保育士
になるために、努力しながら学生生活を楽しみたい
と思います！

学生生活を存分に楽しみながら、将来の夢で
ある保育士に向けて頑張ってほしいです。

たくさん友達を作って楽しい学生生活にしてほ
しいです。たくさん学んで、立派な栄養士にな
ることを願っています。

短期大学部
キャリア開発
学科

短期大学部
食物栄養
学科

短期大学部
幼児保育
学科

←短期大学部の
各学科では

入学式終了後に
保護者懇談会が
行われました。

保護者からのメッセージ 保護者からのメッセージ
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平
成
28
年
３
月
11
日
、本
学
体
育
館
に
て

学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、卒
業
生
た
ち
が

集
ま
る
こ
ろ
に
は
す
っ
か
り
雨
も
止
み
、

キ
ャ
ン
パ
ス
は
喜
び
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
。

式
も
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
、

今
年
も
ま
た
た
く
さ
ん
の
中
村
生
た
ち
が

社
会
へ
と
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

4年間頑張ったことは、片道2時間の通学で
す。また4年間、料理教室に通い調理技術
が向上するよう努力してきました。私たち栄
養科学部生は、卒業と言っても管理栄養士
の国家試験が終わるまではまだ一段落は
できませんが、就職後は病院栄養士として
の専門性を高め、地域の人の健康にも貢
献していけたらと思います。

一年のころから学外ボランティアに参加し、
子どもたちとの関わり方を学びながら一緒
に楽しんできました。次の年さらに次の年と、
子どもたちが慕ってくれるようになっていくの
が嬉しかったです。今までにない、自分の成
長を実感できる4年間でした。社会人になっ
たら、仕事とプライベートにメリハリをつけ
て、どちらも大切にしていきたいです。

勉強だけでなくサッカー、軽音楽、ボランティアと沢山やってきたの
で、４年間が本当に早くて濃い時間でした。中でも一番の思い出
は、サッカーのリーグを立ち上げたこと。本当に大変でしたが、5年、
10年と続くリーグになるようにと思いを込めて、4年間をつぎこみまし
た。入学時に宣言した経営者になりたいという夢は変わっていない
けれど、今ではサッカーチームをつくってマネジメントしていきたい、
サッカーに関わっていたいと、より具体的になりました。この４年間で
目標に対して努力や準備をしっかりできるようになり、漠然としていた
ものが明確になりました。

大学
流通科
学部

大学
教育学部

大学
栄養科
学部

学
位
記
授
与
式

﹇
平
成
27
年
度
﹈

卒業生コメント

毛
利 

哲
朗
さ
ん

（
麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校
出
身
）

菊
地 

隼
矢
さ
ん

（
中
村
学
園
三
陽
高
等
学
校
出
身
）

原
田 

美
緒
さ
ん

（
久
留
米
信
愛
女
学
院

高
等
学
校
出
身
）

『CELERY』No.83に
掲載された入学式での

毛利さん
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短大生活を通じての思い出は、クラス全員で行った集団調理と、校
外実習で病院に実習に行ったことです。4月からは保育園の子ども
たちの食事を担当するので、子どもたちが「おいしい」と言ってくれ
るよう頑張りたい、そして私の考えた献立で子どもたちの好き嫌いを
なくしていきたいです。
入学時のインタビューで、「人を幸せにする栄養士になりたい」と話
していましたが、保育園での仕事は、子どもたちを食事で幸せにす
ることができる仕事だと思うので、精一杯頑張ります！

普通科の高校から進学したので、入学時
から簿記検定に絶対に合格してみせると意
気込んできました。その結果、簿記検定試
験に一発合格することができました。寮でお
世話になった人達と会えなくなる寂しさがあ
る反面、社会人として地元に戻り仕事がで
きる喜びもあります。今後は、地元の特産品
であるお茶のおいしさを、多くの人に届けら
れるような、陰で支える仕事をしたいです。

短大生活の中で、学外実習が沢山あり忙し
い2年間でしたが、大変 !ではなく、楽しもう!
という気持ちで挑みました。保育現場は全く
知らない世界でしたが、子どもたちとの触れ
合いを通して、保育者としての自覚が生ま
れました。小さい頃から音楽や体を動かす
ことが好きなので、保育士として活かしてい
きたいです！在学生の皆さん、今を楽しんで
ください！

短期大学部
キャリア開発
学科

短期大学部
食物栄養
学科

広報アシスタント

ピクルスの
卒業生
コメント

短期大学部
幼児保育
学科

広報活動をしてきたことで、取
材などを通して、多くの人に出
会えたことが一番の思い出で
す。流通科学部だけでなく、教
育学部や栄養科学部の学生
にも出会うことができました。こ
れからも人との出会いを大切
にしようと思います。

流通科学部 家村 恭輔さん
大学4年間の一番の思い出
は、ピクルスメンバーとの広報
活動の日々です。すべてス
ムーズに進んだわけではあり
ませんが、その中でも後輩たち
と試行錯誤してきたことが思
い出になりました。学生生活、
悔いもなく楽しめました！

流通科学部 河津 舞子さん

森
山　

愛
さ
ん

（
福
岡
県
立
八
女
高
等
学
校
出
身
）

今
泉 

楓
さ
ん

（
福
岡
市
立
福
翔
高
等
学
校
出
身
）

和
田 

紫
帆
里
さ
ん

（
熊
本
県
立
第
一
高
等
学
校
出
身
）

『CELERY』No.91に
掲載された入学式での

今泉さん
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15回の講義を通して、「道
徳とは何か」という問いに自
分なりの答えを見つけてもら
えたらと思っています。道徳
の授業は子どもたちと一緒に
つくっていくもの。この講義も
学生たちと一緒に作り上げ
ていきたいですね。

担当教員コメント

教育学部
平田 繁教授

　
誰
も
が
小
中
学
校
時
代
に
受
け
た
こ
と
の
あ
る「
道
徳
教

育
」。そ
の
内
容
を
振
り
返
り
な
が
ら
、道
徳
教
育
と
道
徳
科

の
目
標
に
つ
い
て
理
解
し
、具
体
的
な
指
導
方
法
を
学
ん
で

い
く
の
が
、「
道
徳
教
育
指
導
論
」の
講
義
で
す
。

　
こ
の
講
義
を
担
当
す
る
平
田
教
授
は
、小
学
校
の
教
員
経

験
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、現
在
は
中
村
学
園
大
学
付
属
あ
さ

ひ
幼
稚
園
の
園
長
を
兼
任
し
て
い
る
た
め
、た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。実

践
に
基
づ
い
た
学
び
で
道
徳
教
育
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
小
中
学
校
で
は
、こ
れ
ま
で
教
科
外
だ
っ
た
道

徳
の
時
間
を「
特
別
の
教
科 

道
徳
」と
し
、

2
0
1
8
年
度
か
ら
の
完
全
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。創
立
当
初
か
ら
道
徳
教
育
を
重
ん
じ
て
き

た
中
村
学
園
大
学
な
ら
で
は
の「
道
徳
教
育
指
導

論
」は
、幼
稚
園
教
諭
や
小
学
校
教
員
を
目
指
す
学

生
た
ち
を
育
て
、将
来
彼
ら
と
出
会
う
子
ど
も
た

ち
の
心
を
し
っ
か
り
と
育
ん
で
く
れ
る
は
ず
で
す
。

誰
も
が
受
け
た
こ
と
の
あ
る「
道
徳
」の

意
味
・
目
的
を
考
え
る
時
間

この授業に

注目！
中
村
学
園
な
ら
で
は
の
授
業
や
学
生
に
人
気
の
授
業
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
講
義
や
実
習
を
紹
介
し
ま
す
。

道
徳
教
育
指
導
論

教
育
学
部 

平
田 

繁
教
授

Student’s Voice

小学校教員を目指しているので、小

学校教員をされていたこともある平

田先生の授業はとても参考になり

ます。最近は人の気持ちを考えない

自分勝手な事件や事故が多いの

で、道徳指導について力を入れて

学びたいです。

まだ自分が道徳を教えているところ

がイメージできずにいますが、15回

の講義が終わるころには「こんな授

業をしたい」という目標が出来てい

るとうれしいです。子どもたちの印象

に残る授業ができるようになりたい

です。
教育学部2年 坂元 宏優さん
（佐賀県立唐津西高等学校出身）

教育学部2年 河野 瑞智さん
（福岡県立京都高等学校出身）



　

み
な
さ
ん
は
中
村
学
園
大
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
存
在
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

本
学
で
は
、丸
善
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
ョ
ッ
プ
に

て
、中
村
学
園
の
ロ
ゴ
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が

入
っ
た
文
房
具
や
雑
貨
類
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
は
学
生
に
ま

だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。今
回
、ピ

ク
ル
ス
で
は
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
使
っ
て

愛
校
心
を
高
め
よ
う
！
」を
テ
ー
マ
に
、広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、何
か
1
つ
の
グ
ッ
ズ
に
絞
っ
て
宣

伝
し
よ
う
と
、会
議
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

販
売
し
て
い
る
グ
ッ
ズ
の
中
で
人
気
が
あ
っ
た

も
の
、中
村
ら
し
さ
が
表
れ
て
い
る
も
の
、学
生

が
愛
用
し
や
す
い
も
の
、と
い
う
視
点
で
選
び
、
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オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
結
束
力
を
！

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
愛
用
し
ま
せ
ん
か

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
中
村
生
の
結
束
力
を
高
め
た
い
！
」そ
ん
な
思
い
の
も
と
、

学
生
広
報
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ
るP

IC
K
L
E
S

（
ピ
ク
ル
ス
）の
メ
ン
バ
ー
が
、

中
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
広
め
る
た
め
、Facebo

o
k

を
利
用
し
て
、広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
広
め
よ
う
！
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
は
、学
園
の
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
を
使
っ
た
シ
ッ
ク
な
紫
の
ロ
ゴ
入
り
タ

オ
ル
で
、中
村
生
や
教
職
員
の
愛
校
心
を
く
す

ぐ
る
デ
ザ
イ
ン
と
、使
い
勝
手
の
良
い
サ
イ
ズ
感

が
特
長
。家
で
個
人
的
に
愛
用
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
で
お

そ
ろ
い
を
楽
し
む
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　

こ
の
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
広
め
る
た
め
に
、私

た
ち
P
I
C
K
L
E
S（
ピ
ク
ル
ス
）は
、実
は
2

月
か
ら
地
道
な
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
学
公
式
F
a
c
e
b
o
o
k
に
登
場
し
た

い
ろ
い
ろ
な
方
に
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
持
っ
て

い
た
だ
き
撮
影
し
た
写
真
を
撮
影
し
て
き
た
の

で
す
が
、気
づ
い
て
い
た
と
い
う
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
？
み
な
さ
ん
、と
っ
て
も

素
敵
な
笑
顔
で
中
村
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
掲
げ

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
！

　

な
ぜ
私
た
ち
が
こ
の
中
村
マ
フ
ラ
ー
タ
オ

ル
を
こ
ん
な
に
お
す
す
め
し
て
い
る
の
か
。そ

れ
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
愛
用
す
る
こ
と

で
、中
村
学
園
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
の
結

束
力
を
も
っ
と
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。運
動
系
の
ク
ラ
ブ
＆
サ
ー
ク

ル
の
み
な
さ
ん
な
ら
、チ
ー
ム
全
員
で
使
う
こ

と
で
き
っ
と
士
気
も
高
ま
る
は
ず
！
応
援
に

出
か
け
る
ご
家
族
や
お
友
だ
ち
も
、同
じ
中
村

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
首
に
か
け
て
い
る
だ
け

で
会
場
全
体
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、試
合
が
さ

ら
に
盛
り
上
が
り
ま
す
よ
ね
。

　

通
常
は
5
0
0
円（
税
別
）で
販
売
し
て
い

る
こ
の
タ
オ
ル
で
す
が
、期
間
限
定
で
ま
と
め

て
購
入
す
る
と
お
得
に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
中
！
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
使
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。こ
の
中
村
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
が

盛
り
上
が
れ
ば
、こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
学
園
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。み
な
さ
ん
も
私
た
ち
P
I
C
K
L
E
S

の
メ
ン
バ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
、中
村
マ
フ
ラ
ー

タ
オ
ル
を
広
め
て
く
だ
さ
い
！
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
あ
る
丸
善
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
ョ
ッ
プ
で
好

評
発
売
中
で
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

中
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

栄養科学部4年　山道 奈緒さん
流通科学部卒業生　河津 舞子さん
流通科学部3年　平間 雅希さん
流通科学部4年　高尾 弥沙樹さん
栄養科学部3年　玉田 小雪さん
教育学部3年　友野 葉月さん

丸善キャンパスショップで販売
中のオリジナルグッズ

大学公式
facebookで行ってきた
中村マフラータオルの

広報活動

私たち「PICKLES（ピクルス）」が
このページの企画・原稿作成を担当しました！

僕たちと
いっしょに

使ってください！

応援にも
使えます♪

広めよう中村マフラータオル

Go!Go!

  Pickles



　

み
な
さ
ん
は
中
村
学
園
大
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
存
在
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

本
学
で
は
、丸
善
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
ョ
ッ
プ
に

て
、中
村
学
園
の
ロ
ゴ
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が

入
っ
た
文
房
具
や
雑
貨
類
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
は
学
生
に
ま

だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。今
回
、ピ

ク
ル
ス
で
は
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
使
っ
て

愛
校
心
を
高
め
よ
う
！
」を
テ
ー
マ
に
、広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、何
か
1
つ
の
グ
ッ
ズ
に
絞
っ
て
宣

伝
し
よ
う
と
、会
議
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

販
売
し
て
い
る
グ
ッ
ズ
の
中
で
人
気
が
あ
っ
た

も
の
、中
村
ら
し
さ
が
表
れ
て
い
る
も
の
、学
生

が
愛
用
し
や
す
い
も
の
、と
い
う
視
点
で
選
び
、
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マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
広
め
よ
う
！
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
は
、学
園
の
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
を
使
っ
た
シ
ッ
ク
な
紫
の
ロ
ゴ
入
り
タ

オ
ル
で
、中
村
生
や
教
職
員
の
愛
校
心
を
く
す

ぐ
る
デ
ザ
イ
ン
と
、使
い
勝
手
の
良
い
サ
イ
ズ
感

が
特
長
。家
で
個
人
的
に
愛
用
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
で
お

そ
ろ
い
を
楽
し
む
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　

こ
の
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
広
め
る
た
め
に
、私

た
ち
P
I
C
K
L
E
S（
ピ
ク
ル
ス
）は
、実
は
2

月
か
ら
地
道
な
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
学
公
式
F
a
c
e
b
o
o
k
に
登
場
し
た

い
ろ
い
ろ
な
方
に
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
持
っ
て

い
た
だ
き
撮
影
し
た
写
真
を
撮
影
し
て
き
た
の

で
す
が
、気
づ
い
て
い
た
と
い
う
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
？
み
な
さ
ん
、と
っ
て
も

素
敵
な
笑
顔
で
中
村
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
掲
げ

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
！

　

な
ぜ
私
た
ち
が
こ
の
中
村
マ
フ
ラ
ー
タ
オ

ル
を
こ
ん
な
に
お
す
す
め
し
て
い
る
の
か
。そ

れ
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
愛
用
す
る
こ
と

で
、中
村
学
園
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
の
結

束
力
を
も
っ
と
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。運
動
系
の
ク
ラ
ブ
＆
サ
ー
ク

ル
の
み
な
さ
ん
な
ら
、チ
ー
ム
全
員
で
使
う
こ

と
で
き
っ
と
士
気
も
高
ま
る
は
ず
！
応
援
に

出
か
け
る
ご
家
族
や
お
友
だ
ち
も
、同
じ
中
村

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
首
に
か
け
て
い
る
だ
け

で
会
場
全
体
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、試
合
が
さ

ら
に
盛
り
上
が
り
ま
す
よ
ね
。

　

通
常
は
5
0
0
円（
税
別
）で
販
売
し
て
い

る
こ
の
タ
オ
ル
で
す
が
、期
間
限
定
で
ま
と
め

て
購
入
す
る
と
お
得
に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
中
！
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
使
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。こ
の
中
村
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
が

盛
り
上
が
れ
ば
、こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
学
園
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。み
な
さ
ん
も
私
た
ち
P
I
C
K
L
E
S

の
メ
ン
バ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
、中
村
マ
フ
ラ
ー

タ
オ
ル
を
広
め
て
く
だ
さ
い
！
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
あ
る
丸
善
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
ョ
ッ
プ
で
好

評
発
売
中
で
す
。

み
ん
な
で
使
っ
て

結
束
力
を
高
め
た
い
！

ハル先生の言葉である「努力の上に
花が咲く」をイメージする、中村学園
にぴったりの名前ですね。

「どうか一人でも多くの中村生が使って
くれますように！」の思いを込めて丸善ス
タッフの方へ納品

「どうすれば中村オリジナルグッズをもっと広めることが
できるか」をテーマにメンバー会議。参加者全員で意見
交換中！

この中村マフラータオル、なんといっても気品ある紫の色がまぶしいと思いませんか？中村学園のシン
ボルカラーであるこの色には、ちゃんと名前がついているのです。実は私たちはこの色を正式名称を知
らなかったので、「みなさんはどうだろう？」とFacebook上でこんな質問を投げかけてみました。

「花」と「紫」をかけて
「スミレ色」
A

「桔梗色」は冴えた青紫色のことで、「スミレ」
よりも青味を帯びた色のことだそうです。

「紅桔梗（べにききょう）」
または「桔梗色（ききょういろ）」

A

学園名の入った色なら、
ユニフォームやTシャツで
もそろえたくなりますね♪

「中村紫紺」A

このシンボルカラーは何という色でしょうか。Q

特別販売キャンペーン［キャンペーン期間］平成28年3月1日～5月31日

10枚以上まとめて購入すると1枚500円（税別） 1枚400円（税別）キャンペーン価格
サークル、ゼミ、部署などでおそろいの中村マフラータオルを愛用して、トラディショナルパープルも広めましょう♪

『トラディショナルパープル』
です！！
中村学園の伝統および堅実
な教育の姿勢を表現したカ
ラー。お馴染みの学園ロゴは、
もうひとつのシンボルカラー
『サンシャインオレンジ』と合わ
せてデザインしたものです。

正解はみ な さ ん の 解 答

在学の
記念にも
なりそう

中村学園のシンボルカラーを知
っていますか？



　
基
礎
造
形
と
は
、造
形
芸
術
全
般
の
基
礎

で
あ
り
、素
描
・
色
彩
・
形
態
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル

が
あ
り
、幼
児
を
含
む
学
校
教
育
、専
門
教

育
、社
会
教
育
の
現
場
で
研
究
さ
れ
て
い
ま

す
。特
に
、子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
教
育
の
ひ
と
つ
で
、も
の
を
見
た
り
、触
っ

た
り
、描
い
た
り
、形
づ
く
っ
た
り
と
いっ
た
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
か
ら
、美
的
感
覚
を
磨
く
と

と
も
に
、創
造
力
や
感
性
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
し
か
し
、た
だ
絵
を
描
か
せ
れ
ば
い
い
と
い

う
の
で
は
な
く
、子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応

じ
て
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
さ
せ

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。一
般
的
に
、子

ど
も
の
描
画
表
現
の
特
徴
と
し
て「
な
ぐ
り

描
き
期（
1
歳
前
後
〜
4
歳
）」「
象
徴
・カ
タ

ロ
グ
・
図
式
期（
2
〜
9
歳
）」「
叙
述（
知
識
）

的
写
実
期（
8
〜
11
歳
頃
）」「
抑
圧
の
時
期

（
＝
停
滞
期
）（
12
〜
15
歳
頃
）」「
視
覚
的
写
実
期

（
＝
芸
術
の
復
興
期
）（
16
歳
以
降
）に
区
分
さ

れ
ま
す
。具
体
的
に
は
、乳
児
期
の
後
半
頃
の

紙
に
た
た
き
つ
け
る
よ
う
な
点
や
線
を
描
く

「
な
ぐ
り
描
き
」か
ら
始
ま
り
、次
第
に
絵
に

意
味
を
つ
け
始
め
、5
〜
6
歳
頃
に
は
独
創

的
な
表
現
が
加

わ
り
、創
造
性
の

「
黄
金
時
代
」を

迎
え
ま
す
。そ
の

一
方
で
、
花
は

チ
ュー
リ
ッ
プ
、家

は
三
角
屋
根
と

四
角
の
組
み
合

わ
せ
。色
彩
も
、

葉
っ
ぱ
は
緑
、お

日
様
は
赤
、空
は

水
色
と
いっ
た
よ

う
な
、絵
が
伝

達
の
た
め
の
記
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絵
を
描
い
た
り
、工
作
し
た
り
す
る
美
術
の
活
動
は
、

右
脳
を
活
性
化
さ
せ
、創
造
力
や
発
想
力
、集
中
力
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な“

力”

を
養
って
く
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、造
る
楽
し
さ
を
体
感
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、簡
単
カ
ー
ド
づ
く
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

創
作
の
喜
び
を
味
わ
い
、

創
造
力
と
表
現
力
を
養
お
う

│ 

基
礎
造
形
入
門 

│

中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部

幼
児
保
育
学
科

古
賀 

和
博
教
授

毎回、本学の教員が、誌面上で『CELERY』なら
ではの講座を開講。日常生活にも役立つさまざ
まな情報を発信します。

誌面講座
第4回

覚
的
写
実
技
能
の
習
得
を
断
念
す
る
と
と

も
に
、美
術
は
才
能
が
必
要
と
い
う〝
才
能

神
話
〞に
陥
り
、美
術
活
動
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、こ

れ
は
と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。絵
を

描
く
こ
と
や
折
り
紙
の
よ
う
な
紙
工
作
な
ど

は
、才
能
よ
り
経
験
が
大
事
で
、手
順
を
踏

め
ば
誰
に
で
も
で
き
る
一つ
の
技
能
で
す
。例

え
ば
、絵
を
描
く
時
に
は
よ
く
観
察
を
し
て
、

「
枠
組
み
」「
主
題（
図
）」「
背
景
な
ど
の
空

間
」の
構
図
の
要
素
を
捉
え
る
と
と
も
に
、構

図
の
位
置
・
角
度
・
中
心
な
ど
を
意
識
し
、あ

る
点
を
基
準
に
し
た
時
の
水
平
垂
直
線
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
と
いっ
た
基
本
技
能
を
習
得
す

れ
ば
、誰
で
も
写
実
的
な
絵
が
描
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
と
は
言
え
、写
実
的
な
絵
だ
け
が
美
術
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
大
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、上
手
い
下
手
に
捉
わ
れ
ず
、五
感
を
フ
ル

活
用
し
て
制
作
す
る
過
程
や
創
作
す
る
喜

び
を
味
わ
う
こ
と
が
大
事
で
す
。創
造
的
な

造
形
活
動
は
脳
の
働
き
を
活
性
化
さ
せ
、認

知
症
予
防
や
症
状
改
善
に
も
役
立
つ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
美
術
は
苦
手
」だ
と
敬
遠

せ
ず
、遊
び
感
覚
で
気
軽
に
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

号（
概
念
図
）に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、他
者
に
何
か
を
伝
え
る
社

会
性
の
表
れ
と
し
て
の
利
点
が
あ
る
た
め
、一

概
に「
概
念
図
」を
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、そ

の
半
面〝
視
覚
言
語
〞と
し
て
の
描
画
で
の
自

由
な
自
己
表
現
の
伸
展
を
妨
げ
、子
ど
も
の

創
造
性
を
停
滞
さ
せ
る
要
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
小
学
生
の
頃
に
な
る
と
、マ
ン
ガ
な
ど
の
文

化
的
影
響
を
受
け
、複
雑
な
絵
も
描
け
る
よ

う
に
な
り
、絵
も
写
実
的（
リ
ア
ル
）な
も
の
に

な
り
ま
す
。そ
う
し
た
中
、ま
す
ま
す
複
雑

化
す
る
周
囲
の
認
識
と
自
分
の
写
実
的
描
画

能
力
の
ギ
ャッ
プ
に
思
い
悩
む
子
ど
も
も
出
て

き
ま
す
。思
春
期
の
頃
に
は
反
抗
期
な
ど
も

加
わ
っ
て
、一
時
、美
術
活
動
が
停
滞
す
る「
危

機
の
時
代
」（
抑
圧
の
時
期
）を
迎
え
ま
す

が
、一
般
的
に
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
、大
人
が

見
て
上
手
い
と
思
う
よ
う
な「
視
覚
的
写
実

期
」へ
と
発
達
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、実
際
に
は
誰
も
が
危
機
の
時

代
を
乗
り
越
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、視

適
切
な
時
期
に

適
切
な
美
術
体
験
を

「何に見えるかな？」模様を見ながら家族や友人とイメージし合う
“見立て遊び”も楽しい。

オリジナル
「からくりカード」

作ってみよう！

《用意するもの》
◆ハガキサイズの色紙（A）2枚
◆（A）より2cm幅の広い色紙（B）1枚
◆カッター
◆カッティングマット
◆のり
◆定規
◆鉛筆

好みの色紙を選び、Bの中央にAをのせ、
両端に1cmずつ余白をとり、線を描く。

定規などの細く固いものを使って、❶の線
をなぞり、型をつける。

1

2

A B



　
基
礎
造
形
と
は
、造
形
芸
術
全
般
の
基
礎

で
あ
り
、素
描
・
色
彩
・
形
態
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル

が
あ
り
、幼
児
を
含
む
学
校
教
育
、専
門
教

育
、社
会
教
育
の
現
場
で
研
究
さ
れ
て
い
ま

す
。特
に
、子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
教
育
の
ひ
と
つ
で
、も
の
を
見
た
り
、触
っ

た
り
、描
い
た
り
、形
づ
く
っ
た
り
と
いっ
た
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
か
ら
、美
的
感
覚
を
磨
く
と

と
も
に
、創
造
力
や
感
性
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
し
か
し
、た
だ
絵
を
描
か
せ
れ
ば
い
い
と
い

う
の
で
は
な
く
、子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応

じ
て
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
さ
せ

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。一
般
的
に
、子

ど
も
の
描
画
表
現
の
特
徴
と
し
て「
な
ぐ
り

描
き
期（
1
歳
前
後
〜
4
歳
）」「
象
徴
・カ
タ

ロ
グ
・
図
式
期（
2
〜
9
歳
）」「
叙
述（
知
識
）

的
写
実
期（
8
〜
11
歳
頃
）」「
抑
圧
の
時
期

（
＝
停
滞
期
）（
12
〜
15
歳
頃
）」「
視
覚
的
写
実
期

（
＝
芸
術
の
復
興
期
）（
16
歳
以
降
）に
区
分
さ

れ
ま
す
。具
体
的
に
は
、乳
児
期
の
後
半
頃
の

紙
に
た
た
き
つ
け
る
よ
う
な
点
や
線
を
描
く

「
な
ぐ
り
描
き
」か
ら
始
ま
り
、次
第
に
絵
に

意
味
を
つ
け
始
め
、5
〜
6
歳
頃
に
は
独
創

的
な
表
現
が
加

わ
り
、創
造
性
の

「
黄
金
時
代
」を

迎
え
ま
す
。そ
の

一
方
で
、
花
は

チ
ュー
リ
ッ
プ
、家

は
三
角
屋
根
と

四
角
の
組
み
合

わ
せ
。色
彩
も
、

葉
っ
ぱ
は
緑
、お

日
様
は
赤
、空
は

水
色
と
いっ
た
よ

う
な
、絵
が
伝

達
の
た
め
の
記

12

覚
的
写
実
技
能
の
習
得
を
断
念
す
る
と
と

も
に
、美
術
は
才
能
が
必
要
と
い
う〝
才
能

神
話
〞に
陥
り
、美
術
活
動
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、こ

れ
は
と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。絵
を

描
く
こ
と
や
折
り
紙
の
よ
う
な
紙
工
作
な
ど

は
、才
能
よ
り
経
験
が
大
事
で
、手
順
を
踏

め
ば
誰
に
で
も
で
き
る
一つ
の
技
能
で
す
。例

え
ば
、絵
を
描
く
時
に
は
よ
く
観
察
を
し
て
、

「
枠
組
み
」「
主
題（
図
）」「
背
景
な
ど
の
空

間
」の
構
図
の
要
素
を
捉
え
る
と
と
も
に
、構

図
の
位
置
・
角
度
・
中
心
な
ど
を
意
識
し
、あ

る
点
を
基
準
に
し
た
時
の
水
平
垂
直
線
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
と
いっ
た
基
本
技
能
を
習
得
す

れ
ば
、誰
で
も
写
実
的
な
絵
が
描
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
と
は
言
え
、写
実
的
な
絵
だ
け
が
美
術
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
大
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、上
手
い
下
手
に
捉
わ
れ
ず
、五
感
を
フ
ル

活
用
し
て
制
作
す
る
過
程
や
創
作
す
る
喜

び
を
味
わ
う
こ
と
が
大
事
で
す
。創
造
的
な

造
形
活
動
は
脳
の
働
き
を
活
性
化
さ
せ
、認

知
症
予
防
や
症
状
改
善
に
も
役
立
つ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
美
術
は
苦
手
」だ
と
敬
遠

せ
ず
、遊
び
感
覚
で
気
軽
に
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

号（
概
念
図
）に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、他
者
に
何
か
を
伝
え
る
社

会
性
の
表
れ
と
し
て
の
利
点
が
あ
る
た
め
、一

概
に「
概
念
図
」を
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、そ

の
半
面〝
視
覚
言
語
〞と
し
て
の
描
画
で
の
自

由
な
自
己
表
現
の
伸
展
を
妨
げ
、子
ど
も
の

創
造
性
を
停
滞
さ
せ
る
要
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
小
学
生
の
頃
に
な
る
と
、マ
ン
ガ
な
ど
の
文

化
的
影
響
を
受
け
、複
雑
な
絵
も
描
け
る
よ

う
に
な
り
、絵
も
写
実
的（
リ
ア
ル
）な
も
の
に

な
り
ま
す
。そ
う
し
た
中
、ま
す
ま
す
複
雑

化
す
る
周
囲
の
認
識
と
自
分
の
写
実
的
描
画

能
力
の
ギ
ャッ
プ
に
思
い
悩
む
子
ど
も
も
出
て

き
ま
す
。思
春
期
の
頃
に
は
反
抗
期
な
ど
も

加
わ
っ
て
、一
時
、美
術
活
動
が
停
滞
す
る「
危

機
の
時
代
」（
抑
圧
の
時
期
）を
迎
え
ま
す

が
、一
般
的
に
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
、大
人
が

見
て
上
手
い
と
思
う
よ
う
な「
視
覚
的
写
実

期
」へ
と
発
達
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、実
際
に
は
誰
も
が
危
機
の
時

代
を
乗
り
越
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、視

「
上
手
く
」よ
り「
楽
し
く
」

描
く
気
持
ち
が
大
事

色や模様の変化に子どもも
大人も目を奪われます。

X

X

Y Y

Bに余白を3分割する線（X、Y）を
描く。

左右のX-XとY-Yを一本の線または一
筆描きの絵で結ぶ。
※最初はなるべく単純な形にするのがおすすめ。

A2枚の間にBを揃えて挟み、左右を交互に
のり付けする。全体を裏返し、同様に貼る。

のりが乾いたらそっと
開く。右から開けた時
と左から開けた時で絵
柄が変わる不思議に
ビックリ、ワクワク。

3

4

X-X、Y-Yをカッターで切り離して3
分割にする。

出来上が
り

メッセージカードや
グリーティングカードとして

贈ると
喜ばれますよ！

の
り

の
り

の
り

6

7

5



　

壱
岐
幼
稚
園
を
志
望
し
た
の
は
、子
ど
も

た
ち
が
自
発
的
に
や
り
た
い
こ
と
を
行
う“

自

由
保
育”

に
惹
か
れ
た
か
ら
。私
は
佐
賀
の
田

舎
育
ち
な
の
で
、自
分
自
身
が
自
然
の
中
で
走

り
回
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、広
い
園

庭
が
あ
る
と
こ
ろ
が
い
い
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で

す
。子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
の
び
の
び
と
過
ご

せ
る
環
境
で
、遊
び
の
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ん
で
ほ
し
い
な
っ
て
。

　

実
習
は
他
の
保
育
園
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

短
大
で
は
当
時
の
園
長
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
い
た
の
で
、ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
お
手
伝

い
に
来
て
い
ま
し
た
。そ
の
際
に
園
内
の
明
る
い

雰
囲
気
や
一
人
ひ
と
り
の
先
生
方
に
魅
力
を

感
じ
た
の
も
壱
岐
幼
稚
園
を
志
望
し
た
理
由

で
す
。

　

夢
だ
っ
た
幼
稚
園
教
諭
に
な
り
、働
き
た

か
っ
た
場
所
で
働
く
こ
と
が
で
き
、今
は
毎
日

子
ど
も
た
ち
に「
先
生
！
」と
元
気
に
呼
ん
で

も
ら
え
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

短
大
の
先
生
方
は
と
て
も
面
倒
見
が
良

く
、実
習
に
出
か
け
る
前
の
準
備
は
も
ち
ろ

ん
、実
習
中
に
は
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
て
来
て
く
だ

さ
り
、フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。安
心
し
て
学
べ
る
環
境
が
整
っ
て
い
た
の

で
、２
年
間
で
必
要
な
知
識
と
技
術
が
し
っ
か

り
身
に
つ
き
ま
し
た
。短
大
で
の
学
び
も
活
か

し
、将
来
は
子
ど
も
の「
や
り
た
い
」と
い
う
気

持
ち
を
大
切
に
し
、何
ご
と
に
対
し
て
も「
あ

き
ら
め
な
い
」気
持
ち
を
引
き
出
せ
る
幼
稚
園

教
諭
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
日
々
成
長
し
て
い

て
、つ
い
最
近
ま
で
で
き
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
っ

た
の
に
、ど
ん
ど
ん
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い

く
ん
で
す
。そ
う
し
た
中
で
、“

は
じ
め
て
で

き
た
こ
と”

に
立
ち
会
え
る
の
は
こ
の
仕
事
の

醍
醐
味
。４
月
か
ら
は
異
動
に
よ
り
、中
村
学

園
大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
に
勤
務
。保
護

者
の
方
と
も
連
携
し
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

を
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
理
想
の
環
境
で

幼
稚
園
教
諭
と
し
て
働
く
幸
せ

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
守
り

大
切
に
育
ん
で
い
け
る
存
在
に

さまざまな現場で活躍する
中村の卒業生をインタビュー！
先輩たちの“今”を紹介します。

先輩に
会いたい！

卒業生インタビュー

田中 陽子さん
yoko tanaka

平成19（2007）
年度 幼児保育学

科卒業

勤務先：中村学園
大学付属 壱岐幼

稚園

（平成28年度か
ら中村学園大学付

属あさひ幼稚園に
勤務）

中村学園大学付属壱岐幼稚園で

子どもたちの笑顔に囲まれ

働く田中陽子さん。

壱岐幼稚園を志望した理由や

仕事のやりがい、目標について

お話を伺いました。

OB・OG
interview
vol.05
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サ
ッ
カ
ー
や
野
球
と
は
異
な
り
、「
試
合

を
観
た
こ
と
が
な
い
」、「
ル
ー
ル
が
わ
か
ら

な
い
」と
い
う
人
が
ま
だ
多
い
ラ
ク
ロ
ス
。こ

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
情
熱
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
の
メ
ン
バ
ー

で
す
。日
々
の
練
習
に
加
え
、一
人
ひ
と
り
が

積
極
的
に
自
主
練
習
を
行
う
な
ど
、現
在
8

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
大
学
の
九
州
リ
ー
グ

で
ト
ッ
プ
に
な
る
た
め
激
し
い
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

男
子
と
女
子
と
で
は
ル
ー
ル
が
ま
る
で

違
う
と
い
う
ラ
ク
ロ
ス
で
す
が
、男
子
ラ
ク

ロ
ス
は
多
く
の
人
が
想
像
す
る
よ
り
も
か

な
り
激
し
い
の
が
特
徴
。手
に
持
っ
て
い
る

ク
ロ
ス
と
い
う
道
具
で
敵
を
叩
い
て
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
す
る
こ
と
も
で
き
、フ
ィ
ー
ル
ド

で
は
ま
る
で
格
闘
技
の
よ
う
な
迫
力
あ
る

攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、「
一
度
や
っ
て
み
れ
ば
き
っ
と
お
も
し
ろ

さ
が
わ
か
る
ス
ポ
ー
ツ
」と
部
長
の
光
野
さ

ん
。競
技
人
口
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、大

学
か
ら
始
め
て
日
本
代
表
選
手
を
目
指
す

こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
だ
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
全
国
で
競
技
人
口
の
増
加
を
目
標

に
し
て
い
る
た
め
、男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
も
新

入
部
員
を
40
人
確
保
す
る
こ
と
が
目
標
だ

と
か
。練
習
だ
け
で
な
く
勧
誘
に
も
力
を
入

れ
、「
中
村
と
い
え
ば
ラ
ク
ロ
ス
」と
い
わ
れ

る
最
強
の
チ
ー
ム
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
増
員
と

強
い
チ
ー
ム
づ
く
り
で

ラ
ク
ロ
ス
を
盛
り
上
げ
た
い

中村男子ラクロス部が目指すの
はオフェンシブなラクロス。間近で
観るとものすごい迫力

部長の光野さんは大会でベスト
ゴーリーにも選ばれた実力のある
ゴールキーパー九州ラクロスリーグ選手権にて。ボールに対する執着

心と一人ひとりの勝ちたいという思いの強さが今年の
チームの特長。今後の活躍に期待が膨らみます。

CLUB&
CIRCLE

クラブ＆サ
ークル

Co
lu
m
n

創部5年目、部員はプレイヤー16人とマネージャー9人。
九州大会優勝を目指す『男子ラクロス部』を紹介します！
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中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大

学
部
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
レ
ス
パ

テ
ィ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学（U

niversity 
of  R

espati Indonesia

）と
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

3
月
4
日
、レ
ス
パ
テ
ィ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
大
学
の
ト
リ
・
ブ
デ
ィ
学
長
ら
が
来
学

さ
れ
、協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、学
生
の
相

互
派
遣
、共
同
研
究
等
の
実
施
に
向
け
た

協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、両
大
学
で

実
現
可
能
な
共
同
研
究
テ
ー
マ
等
、具
体

的
な
研
究
計
画
を
検
討
し
、研
究
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。本
学
に
お
け
る
海
外
の

大
学
と
の

提
携
は
16

校
目
と
な

り
ま
す
。

レ
ス
パ
テ
ィ・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
と

学
術
交
流
協
定
を
締
結

　

流
通
科
学
部
片
山
ゼ
ミ
生
が
山
崎
製
パ
ン

株
式
会
社
と
共
同
開
発
し
た『
中
村
学
園
大

学
流
通
科
学
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ン
チ
パ
ッ

ク
』
が
期
間
限
定

で
、販
売
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
ゼ
ミ
で
は
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
系

の
食
材
や
カ
ロ

リ
ー
を
控
え
た
女

性
に
人
気
の
具
材

な
ど
様
ざ
ま
な
視

点
か
ら
調
査
・
検
討

し
て
き
ま
し
た
。ラ
ン
チ
パ
ッ
ク
は
、既
に
多

く
の
種
類
が
商
品
化
さ
れ
、販
売
に
伴
う
具

材
の
制
限
が
あ
る
な
か
、試
行
錯
誤
の
末
、

『
か
ぼ
ち
ゃ
あ
ん
＆
ホ
イ
ッ
プ
』と『
紅
紫
芋

＆
ホ
イ
ッ
プ
』の
2
種
類
に
決
ま
り
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
中
村
学
園
カ
ラ
ー
の〝
オ
レ
ン
ジ
〞

と〝
パ
ー
プ
ル
〞に
な
り
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ン
チ
パ
ッ
ク
期
間
限
定
発
売

〜
流
通
科
学
部
片
山
ゼ
ミ

　
3
月
18
日
、文
部
科
学
省「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

J
A
P
A
N（
第
4
期
）」の
派
遣
留
学
生
、お
よ
び

公
益
財
団
法
人
日
本
中
国
友
好
協
会「
2
0
1
6

日
中
友
好
大
学
生
訪
中
団
」団
員
に
採
用
さ
れ
た
学

生
へ
、甲
斐
学
長
よ
り
採
用
通
知
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。採
用
さ
れ
た
3
名
の
学
生
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ

意
気
込
み
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N（
第
4
期
）」

採
用
学
生

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ア
メ
リ
カ
で
ラ
ク
ロ
ス
の
武

者
修
行
を
し
、2
0
1
8
年
に
開
催
さ
れ
る

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
し
た

い
」（
中
村
弘
一さ
ん・
教
育
学
部
）

「
イ
ギ
リ
ス
で
浸
透
し
て
い
る
ベ
ビ
ー
マッ
サ
ー
ジ

を
勉
強
し
、帰
国
後
は
日
本
で
ベ
ビ
ー
マッ
サ
ー

ジ
の
普
及
に
努
め
た
い
」（
田
中
亜
茄
音
さ
ん
・

流
通
科
学
部
）

「
2
0
1
6
日
中
友
好
大

学
生
訪
中
団
」採
用
学
生

「
北
京
や
上
海
等
の
青
少

年
と
の
交
流
体
験
の
な
か

で
、中
国
の
学
生
た
ち
の

食
生
活
な
ど
を
調
査
し
、

自
身
の
将
来
へ
活
か
し
た

い
」（
吉
竹 

弾
さ
ん・
栄
養

科
学
部
）

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」、「
2
0
1
6
日
中

友
好
大
学
生
訪
中
団
」採
用
学
生
へ
採
用
通
知
書
授
与

国際
交流

希望小売価格　150円（税別）
販売期間　4月1日～5月31日
九州全域のスーパー(西鉄スト
ア、マルキョウ、ハローデイなど)、
コンビニ（ミニストップ、デイリー
ヤマザキ、ポプラ）で販売。

　

3
月
22
日
、中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大

学
短
期
大
学
部
は
、福
岡
県
糟
屋
郡
久
山
町

及
び
九
州
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
と「
久

山
町
研
究
を
中
心
と
し
た
栄
養
疫
学
研
究
及

び
久
山
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
関
す

る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
長
年
に
渡
り
、久
山
町
及
び
九
州

大
学
と
久
山
町
民
の
栄
養
疫
学
研
究
と
健
康

づ
く
り
の
推
進
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、今

回
の
協
定
を
機
に
、三
機
関
の
連
携
の
も
と

健
康
増
進
の
分
野
で
相
互
に
協
力
し
、地
域

の
発
展
と
人
材
の
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

久
山
町
及
び
九
州
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院
と
協
定
を
締
結
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公式Facebook
https://www.facebook.com/NakamuragakuenUniversity/

ホームページ
http://www.nakamura-u.ac.jp/

詳しくは
WEBに掲載
しています

　
3
月
4
日
、経
済
産
業
省
に
お
い
て
、平
成

29
年
4
月
開
設
予
定
の
栄
養
科
学
部
フ
ー

ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
プ
レ
ゼ
ン
発
表
を
実
施
、本
学
が
サ
ー
ビ

ス
経
営
人
材
育
成
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
経
済
産
業
省「
産
学
連
携

サ
ー
ビ
ス
経
営
人
材
育
成
事
業
」の
採
択
を

受
け
、地
域
の
食
関
連
企
業
と
連
携
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

た
び
、本
事
業
に
採
択
さ
れ
た
全
国
17
大
学

か
ら
特
に
優
れ
た
大
学
と
し
て
5
校
が
選
出

さ
れ
、経
済
産
業
省
で
の
プ
レ
ゼ
ン
発
表
に

至
り
ま
し
た
。

　
本
学
で

は
、こ
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
基
に
食

サ
ー
ビ
ス
産

業
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
人
材

の
育
成
を
推

進
す
る
た
め
、

平
成
29
年
4

月
、栄
養
科

学
部『
フ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
』を
開

設
す
る
予
定
で
す
。

フ
ー
ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

経
済
産
業
省
サ
ー
ビ
ス
経
営
人
材
育
成
大
賞
を
受
賞
！

　
1
月
16
日
、こ
の
春
退
任
さ
れ
た
教
育
学

部
児
童
幼
児
教
育
学
科 

島
内
博
行
教
授
の

最
終
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。島
内
教
授
は

1
9
7
9
年
に

中
村
学
園
大
学

に
赴
任
さ
れ
、教

育
研
究
に
尽
力

す
る
傍
ら
海
外

留
学
を
経
験
し
、

更
に
学
部
長
や

図
書
館
長
な
ど

の
要
職
を
務
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。　

　
最
終
講
義
で
は
、数
学
の
特
性
や
有
限

次
元
空
間
と
無
限
次
元
空
間
な
ど
の
研
究

内
容
の
解
説
と
と
も
に
、長
年
に
わ
た
る

指
導
主
任
と
し
て
の
印
象
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
学
に
対
す
る
感
慨
深
い
想
い
を
語
ら

れ
、学
生
へ
は「
こ
れ
か
ら
先
の
荒
波
に
逃

げ
る
こ
と
な
く
立
ち
向
か
っ
て
い
け
ば
、そ

の
先
に
橋
の
よ
う
に
横
た
わ
る
も
の
が
見

え
て
く
る
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ヒ
ト
に
、数
学
に
出
会
う
〜

出
会
い
と
別
れ
か
ら
学
ん
だ
37
年
間

〜
教
育
学
部
　
島
内
博
行
教
授
〜

　
3
月
10
日
、中
村
学
園
大
学
同
窓
会
奨
学

金
奨
学
生
証
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、中
村
学
園
大
学
の

学
生
の
リ
ー

ダ
ー
的
人
材

育
成
の
た
め

勉
学
奨
励
並

び
に
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活

動
の
向
上
に

資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す

る
も
の
で
、中

村
学
園
大
学
に
在
籍
す
る
学
生
及
び
学
内
の

団
体
の
う
ち
、同
窓
会
が
認
定
し
た
学
業
成

績
を
収
め
た
者
、ま
た
は
同
窓
会
が
認
定
し

た
各
大
会
等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人

ま
た
は
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
学
生
1
名
、な
ら
び
に
4
団
体

が
奨
学
生
に
選
ば
れ
、代
表
学
生
か
ら
選
出

さ
れ
た
喜
び
と
今
後
の
学
生
生
活
に
向
け
た

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

中
村
学
園
大
学
同
窓
会

奨
学
金
奨
学
生
証
交
付
式

　
1
月
29
日
、短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科

の
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、「
新
し
い
食
品

表
示
と
今
後
の
食
品
衛
生
」を
テ
ー
マ
に
、こ

の
春
退
任
を
迎
え
ら
れ
た
小
田
隆
弘
教
授
の

特
別
講
演
が
行
わ
れ
、多
く
の
学
生
・
教
職
員

が
聴
講
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、食
品
表
示
に
つ
い
て
関
連
す

る
法
律
や
新
し
い
表
示
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
が

解
説
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
食
品
衛
生
に
つ
い

て
は
、近
年
増
加
し
て
い
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
や
食
品
添
加
物
、残
留
農
薬
な
ど
の
問

題
に
も
言
及
さ
れ
、正
し
い
食
品
衛
生
知
識

の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、栄
養
士
は
常
に
社
会
情
勢
に
敏

感
に
な
り
、食
品
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
や
最
新

情
報
の
入
手
に
努
め
、学
ん
だ
科
学
的
な
知

識
と
判
断
力
を
活
か
し
て
正
し
い
食
品
衛
生

知
識
を
世
の
中

に
広
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
締

め
く
く
ら
れ
、栄

養
士
を
目
指
す

学
生
へ
の
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度 

食
物
栄
養
学
科
特
別
講
演
会

〜
食
物
栄
養
学
科
　
小
田
隆
弘
教
授
〜
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平
成
27
年
度

各
協
会
表
彰

　

平
成
27
年
度
学
位
記
授
与
式
に
お
い
て
、

「
中
村
ハ
ル
育
英
奨
学
基
金
規
程
」に
よ
る
、

平
成
27
年
度
総
合
G
P
A
優
秀
者
に
表
彰
状

と
純
金
製
の
メ
ダ
ル
を
配
し
た
盾
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

短
期
大
学
部　

食
物
栄
養
学
科 

宗
近　

瑞
季

　
　
　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科 

荒
木　

陽
菜
乃

　
　
　
　
　
　

幼
児
保
育
学
科 

和
田　

紫
帆
里

栄
養
科
学
部　

栄
養
科
学
科 

梶
原　

愛
子

教
育
学
部　
　
児
童
幼
児
教
育
学
科 

古
賀　

愛
未

流
通
科
学
部　

流
通
科
学
科 

山
口　

智
未

※
G
P
A
と
は
、Grade Point A

verage

の
略
で
す
。

G
P
は
、学
生
が
履
修
し
た
科
目
の
成
績
評
価
に
応
じ
て
、

秀（
4
点
）、優（
3
点
）、良（
2
点
）、可（
1
点
）、不
可
・
不

認
定（
0
点
）と
し
て
い
ま
す
。総
合
G
P
A
と
は
、学
生
が

在
学
中
に
履
修
し
た
科
目
そ
れ
ぞ
れ
の
G
P
に
、そ
の
科

目
の
単
位
数
を
乗
じ
て
得
た
値
の
合
計
を
、全
履
修
登
録

科
目
の
合
計
単
位
数
で
除
し
て
得
た
値
の
こ
と
で
す
。こ

の
数
値
で
、1
単
位
当
た
り
ど
れ
だ
け
高
い
学
習
効
果
を

あ
げ
た
か
が
評
価
で
き
ま
す
。

　

学
位
記
授
与
式
当
日
、学
長
室
に
て
平
成

27
年
度
各
協
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、免
許
資
格
取
得
者（
栄
養
士
・
保

育
士
・
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）の
う
ち
特

に
優
秀
な
成
績
で
卒
業
す
る
学
生
を
各
協
会

が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

●
全
国
栄
養
士
養
成
施
設

　

協
会
理
事
長
表
彰
者

　
短
期
大
学
部 
食
物
栄
養
学
科 

堀
江　

咲
貴

　
栄
養
科
学
部 
栄
養
科
学
科 

原
田　

瑞
紀

●
全
国
保
育
士
養
成
協
議

　

会
会
長
表
彰
者

　
短
期
大
学
部 
幼
児
保
育
学
科 

和
田　

紫
帆
里

　
教
育
学
部 

児
童
幼
児
教
育
学
科 
熊
本　

萌
里

●
日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

　

協
会
会
長
表
彰
者

　
短
期
大
学
部 
食
物
栄
養
学
科 

安
永　

麻
紀

平
成
27
年
度

総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
者
表
彰

NAK AMUR A NEWS & TOPICS 2016.4

　  

　

平
成
28
年
度
よ
り
、基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
が

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」に
名
称
変
更

し
、フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
学
習
環
境
の
場
と
し
て
中

央
本
館
2
階
に「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」が
リ

ニュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、本
学
で
は
文
部
科
学
省「
私
立
大

学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
」に
選
定
さ
れ
、対

象
校
の
取
組
に
必
要
な
設
備
費
を
補
助
す
る

「
私
立
大
学
等
教
育
研
究
活
性
化
設
備
整
備

事
業
」に
も
併
せ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
ア
ク
テ
ィ
ブ･
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
に
資
す
る
ラ
ー
ニ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
」「
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
の

整
備
」な
ど
、学
生
の
主
体
的
な
学
び
に
関
わ
る

様
々
な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、課
題
解

決
・
自
己
表
現
能
力
の
育
成
や
実
践
的
な
ス
キ

ル
の
習
得
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、従
来
の

個
別
学
習
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
指
導
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
取
り
入
れ
た
学
び
を
支
援

し
、そ
の
学
び
の
場
と
し
て
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

が
活
用
さ
れ
ま
す
。ソ
フ
ァ
型
や
ベ
ン
チ
型
の
椅

子
、ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
自
由
度
の
高
い
設
備

と
、明
る
く
洗
練
さ
れ
た
空
間
と
な
り
、学
生
の

利
用
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。な
お
、4
号
館

6
階
に
も
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
、学

生
の
学
習
や

デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
、自

由
に
利
用
で

き
ま
す
。

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

●
採
用
人
事（
平
成
28
年
４
月
1
日
付
）

教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

木
村　

安
美

教
授（
大
学
・
流
通
科
学
部
）

 

 

藥
師
寺
哲
郎

准
教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

川
島　

年
生

准
教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

日
野
真
一
郎

准
教
授（
大
学
・
流
通
科
学
部
）

 

 

中
川　
　

隆

講
師（
大
学
・
教
育
学
部
） 

 

 

松
藤　

光
生

講
師（
短
大
・
幼
児
保
育
学
科
）

 

 

櫻
井　

裕
介

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
） 

 

 

市
川　

彩
絵

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

鬼
木　

愛
子

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

溝
田　

知
香

常
勤
助
手（
大
学
・
教
育
学
部
） 

 

 

新
井
し
の
ぶ

常
勤
助
手（
大
学
・
教
育
学
部
） 

 

 

岩
男　

芙
美

常
勤
助
手（
短
大
・
食
物
栄
養
学
科
）

 

 

坂
本　

尚
磨

法
人
本
部 

総
務
部 

総
務
・
人
事
課
課
員

 

 

阿
久
根　

透

教
務
部
課
員

 

 

鷹
取　

知
花

学
生
部
課
員

 

 

横
倉　

紗
希

あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師

 

 

風
浦　

里
奈

あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師

 

 

高
口
と
な
み

壱
岐
幼
稚
園
常
勤
講
師

 

 

馬
場　

温
美

●
採
用
人
事（
平
成
28
年
5
月
1
日
付
）

教
務
部 

課
員 

山
口　

裕
郷

平
成
28
年
度
役
職
者

学
長（
大
学
・
短
期
大
学
部
） 

甲
斐　
　

諭

大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
長 

津
田　

博
子

大
学
院
教
育
学
研
究
科
長 

望
田　

研
吾

大
学
院
流
通
科
学
研
究
科
長 

片
山　

富
弘

栄
養
科
学
部
長 

中
野　

修
治

栄
養
科
学
部
学
部
長
補
佐 

岩
本　

昌
子

栄
養
科
学
部
学
部
長
補
佐 

大
和　

孝
子

教
育
学
部
長 

笠
原　

正
洋

教
育
学
部
学
部
長
補
佐 

中
野　

裕
史

教
育
学
部
学
部
長
補
佐 

野
上　

俊
一

流
通
科
学
部
長 

浅
岡　

由
美

流
通
科
学
部
学
部
長
補
佐 

木
下　

和
也

流
通
科
学
部
学
部
長
補
佐 

音
成　

陽
子

短
期
大
学
部
長 

酒
見　

康
廣

食
物
栄
養
学
科
主
任 

寺
澤　

洋
子

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
主
任 

梶
田　

鈴
子

幼
児
保
育
学
科
主
任 

増
田　
　

隆

図
書
館
長 

相
良　

康
弘

薬
膳
科
学
研
究
所
長 

三
成　

由
美

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
長 

針
塚　
　

進

流
通
科
学
研
究
所
長　
 

甲
斐　
　

諭

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
園
長 

平
田　
　

繁

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園

主
任
教
諭 

志
水　

陽
子

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
園
長 

宮
坂　
　

明

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園

主
任
教
諭 

樋
渡
紗
由
里

●
昇
任
・
昇
格
人
事（
平
成
28
年
4
月
1
日
付
）

教
授（
大
学
） 

平
田　
　

繁（
准
教
授
・
大
学
）

教
授（
短
大
） 

松
隈　

美
紀（
准
教
授
・
短
大
）

教
授（
短
大
） 

岩
田　

京
子（
准
教
授
・
短
大
）

教
授（
短
大
） 

古
賀　

和
博（
准
教
授
・
短
大
）

准
教
授（
大
学
） 
熊
原　

秀
晃（
講
師
・
大
学
）

准
教
授（
大
学
） 

池
田　

祐
子（
講
師
・
大
学
）

講
師（
大
学
）  

吉
川　

寿
美（
助
教
・
大
学
）

講
師（
短
大
）  

古
田　

宗
宜（
助
教
・
短
大
）

助
教（
大
学
）   

熊
谷　

奈
（々
助
手
・
大
学
）

助
教（
短
大
）  

久
原　

広
幸（
助
手
・
短
大
）

法
人
本
部
財
務
部
次
長
兼
経
営
企
画
部
次
長

 

中
村　

紘
右（
教
務
部
事
務
部
長
兼
学
修
支
援
課
長

）

入
試
広
報
部
事
務
部
長
兼
入
試
広
報
部
広
報
室
長

 

小
川　

康
生（
教
務
部
教
育
研
究
支
援
課
長
）

法
人
本
部
総
務
部
総
務
・
人
事
課
係
長

 

島
田　
　

恵（
総
務
部
総
務
・
人
事
課
課
員
）

学
生
部
係
長 
岡
本　

健
人（
学
生
部
課
員
）

学
術
情
報
部
係
長 

 

東　
　

香
明（
学
術
情
報
部
課
員
）

●
常
勤
教
員
か
ら
専
任
教
員
へ
の
人
事

　
（
平
成
28
年
4
月
1
日
付
）

助
手（
大
学
） 
入
来　
　

寛（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 
梶
山　

倫
未（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 
秦　

奈
々
子（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 
中
村　

恭
子（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
短
大
） 
古
川　

茉
育（
常
勤
助
手
・
短
大
）

助
手（
短
大
） 
吉
永　

伊
織（
常
勤
助
手
・
短
大
）

助
手（
短
大
） 
四
童
子　

裕（
常
勤
助
手
・
短
大
）

壱
岐
幼
稚
園
教
諭 

 

大
畑　

友
美（
壱
岐
幼
稚
園
常
勤
講
師
）

●
配
置
換
え
人
事

　
（
平
成
28
年
4
月
1
日
付
）

准
教
授（
大
学
）圓
入　

智
仁（
准
教
授
・
短
大
）

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
教
育
職
員

 

小
山　

謙
一（
女
子
中
・
高
教
諭
）

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
教
育
職
員

 

三
浦　

英
治（
三
陽
中
・
高
教
諭
）

教
務
部
事
務
部
長
兼
教
務
部
学
修
支
援
課
長

 

赤
司　

博
文（
入
試
広
報
部
事
務
部
長
兼
広
報
室
長

）

教
務
部
教
育
研
究
支
援
課
長

 

坂
井　

洋
隆（
学
術
情
報
部
図
書
情
報
課
長
）

学
生
部
係
長 

今
藤　
　

覚（
学
術
情
報
部
係
長
）

教
務
部
課
員 

國　
　

綾
子（
入
試
広
報
部
課
員
）

教
務
部
課
員 
北
島　

陽
子（
女
子
中
高
図
書
室
室
員
）

女
子
中
・
高
教
諭 

 

居
村　

俊
子（
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
）

女
子
中
・
高
事
務
室
室
員 

 

塩
田
千
恵
子（
教
務
部
課
員
）

あ
さ
ひ
幼
稚
園
教
諭

 

田
中　

陽
子（
壱
岐
幼
稚
園
教
諭
）

壱
岐
幼
稚
園
教
諭

 

久
保　

綾
香（
あ
さ
ひ
幼
稚
園
教
諭
）

●
退
職
人
事

　
（
平
成
28
年
3
月
31
日
付
）

教
授（
大
学
） 

藤
田　
　

守

教
授（
大
学
） 

佐
々
木
美
智
子

教
授（
大
学
） 

島
内　

博
行

教
授（
大
学
） 

飼
牛　

万
里

教
授（
短
大
） 

小
田　

隆
弘

准
教
授（
大
学
） 

三
好
惠
美
子

講
師（
大
学
） 

大
川　

洋
史

助
教（
大
学
） 

山
本　

亜
衣

助
手（
大
学
） 

岩
本　

華
奈

助
手（
大
学
） 

岡　
　

恵
美

助
手（
大
学
） 

木
村　

安
心

助
手（
大
学
） 

井
手
亜
希
子

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
職
員 

山
口　

尚
子

学
生
部
課
員 

𠮷
田　

麻
美

あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師 

沢
田　
　

望

●
退
職
人
事（
平
成
28
年
4
月
30
日
付
）

教
務
部 

課
員 

白
濱
紗
和
子

教
職
員
の
動
き

中央本館2階のラーニングスペース
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教員の出版物
著者は、本学教員のみ記載※肩書き等は発行日現在のもの

「差異としてのマーケティング
（増補改訂版）」
片山　富弘　
流通科学部・教授　単著
（五絃舎　2015年12月）

「四訂 応用栄養学［第2版］」
津田　博子
栄養科学部・教授編著
大和　孝子
栄養科学部・准教授共著
（建帛社　2016年2月）

「基本保育シリーズ⑭
教育課程・保育課程論」
野中　千都　
教育学部・准教授　共著
（中央法規　2016年2月）

「時間管理会計論ー体系的
整理への試み」
水島　多美也
流通科学部・准教授　単著
（同文舘出版　2015年11月）

「非営利組織体財務報告論」
日野　修造
流通科学部・教授 単著
（中央経済社　2016年3月）

外部資金等の受け入れ状況
（平成27年12月～平成28年3月受入分）

［ 研 究 者 ］
［企業名等］
［研究期間］
［研究課題名］

［交付予定額］

野中千都
絵本学会
平成28年1月1日～平成28年3月31日
「遊びの展開のきっかけとなる絵本」に関
する調査～保育所保育士の絵本選択と保
育者養成校実習生の絵本選択の比較～
50,000円

研究助成金

［ 研 究 者 ］
［企業名等］
［研究期間］
［研究課題名］

［交付予定額］

産学官連携推進センター
ムーヴアクション株式会社
平成28年2月12日～平成31年3月31日
栄養科学に依拠した健康食品開発のた
めの総合コンサルティング
10,000,000円

共同研究

［ 研 究 者 ］
［企業名等］

［研究期間］
［研究課題名］

［交付予定額］

［ 研 究 者 ］
［企業名等］

［研究期間］
［研究課題名］

［交付予定額］

内田和宏
国立研究開発法人日本医療研究開発機
構（AMED)
平成27年4月1日～平成28年3月31日
大規模ゲノム疫学共同研究による認知
症の危険因子および防御因子の解明
1,550,000円

内田和宏
国立研究開発法人日本医療研究開発機
構（AMED)
平成27年10月1日～平成28年3月31日
健康長寿社会の実現を目指した大規模認
知症コホート研究の創設
3,000,000円

受託研究

●
採
用
人
事（
平
成
28
年
４
月
1
日
付
）

教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

木
村
　
安
美

教
授（
大
学
・
流
通
科
学
部
）

 

 

藥
師
寺
哲
郎

准
教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

川
島
　
年
生

准
教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

日
野
真
一
郎

准
教
授（
大
学
・
流
通
科
学
部
）

 

 

中
川
　
　
隆

講
師（
大
学
・
教
育
学
部
） 

 

 

松
藤
　
光
生

講
師（
短
大
・
幼
児
保
育
学
科
）

 

 

櫻
井
　
裕
介

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
） 

 

 

市
川
　
彩
絵

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

鬼
木
　
愛
子

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

溝
田
　
知
香

常
勤
助
手（
大
学
・
教
育
学
部
） 

 

 

新
井
し
の
ぶ

常
勤
助
手（
大
学
・
教
育
学
部
） 

 

 

岩
男
　
芙
美

常
勤
助
手（
短
大
・
食
物
栄
養
学
科
）

 

 

坂
本
　
尚
磨

法
人
本
部 

総
務
部 
総
務
・
人
事
課
課
員

 

 

阿
久
根
　
透

教
務
部
課
員

 

 

鷹
取
　
知
花

学
生
部
課
員

 

 

横
倉
　
紗
希

あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師

 

 

風
浦
　
里
奈

あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師

 

 

高
口
と
な
み

壱
岐
幼
稚
園
常
勤
講
師

 

 

馬
場
　
温
美

●
採
用
人
事（
平
成
28
年
5
月
1
日
付
）

教
務
部 

課
員
 

山
口
　
裕
郷

平
成
28
年
度
役
職
者

学
長（
大
学
・
短
期
大
学
部
） 

甲
斐
　
　
諭

大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
長
 

津
田
　
博
子

大
学
院
教
育
学
研
究
科
長
 

望
田
　
研
吾

大
学
院
流
通
科
学
研
究
科
長
 

片
山
　
富
弘

栄
養
科
学
部
長
 

中
野
　
修
治

栄
養
科
学
部
学
部
長
補
佐
 

岩
本
　
昌
子

栄
養
科
学
部
学
部
長
補
佐
 

大
和
　
孝
子

教
育
学
部
長
 

笠
原
　
正
洋

教
育
学
部
学
部
長
補
佐
 

中
野
　
裕
史

教
育
学
部
学
部
長
補
佐
 

野
上
　
俊
一

流
通
科
学
部
長
 

浅
岡
　
由
美

流
通
科
学
部
学
部
長
補
佐
 

木
下
　
和
也

流
通
科
学
部
学
部
長
補
佐
 

音
成
　
陽
子

短
期
大
学
部
長
 

酒
見
　
康
廣

食
物
栄
養
学
科
主
任
 

寺
澤
　
洋
子

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
主
任
 

梶
田
　
鈴
子

幼
児
保
育
学
科
主
任
 

増
田
　
　
隆

図
書
館
長
 

相
良
　
康
弘

薬
膳
科
学
研
究
所
長
 

三
成
　
由
美

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
長
 

針
塚
　
　
進

流
通
科
学
研
究
所
長
　
 

甲
斐
　
　
諭

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
園
長
 
平
田
　
　
繁

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園

主
任
教
諭
 

志
水
　
陽
子

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
園
長
 

宮
坂
　
　
明

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園

主
任
教
諭
 

樋
渡
紗
由
里

●
昇
任
・
昇
格
人
事（
平
成
28
年
4
月
1
日
付
）

教
授（
大
学
） 

平
田
　
　
繁（
准
教
授
・
大
学
）

教
授（
短
大
） 

松
隈
　
美
紀（
准
教
授
・
短
大
）

教
授（
短
大
） 

岩
田
　
京
子（
准
教
授
・
短
大
）

教
授（
短
大
） 

古
賀
　
和
博（
准
教
授
・
短
大
）

准
教
授（
大
学
） 
熊
原
　
秀
晃（
講
師
・
大
学
）

准
教
授（
大
学
） 
池
田
　
祐
子（
講
師
・
大
学
）

講
師（
大
学
） 
 

吉
川
　
寿
美（
助
教
・
大
学
）

講
師（
短
大
） 
 

古
田
　
宗
宜（
助
教
・
短
大
）

助
教（
大
学
） 

  

熊
谷
　
奈
（々
助
手
・
大
学
）

助
教（
短
大
） 
 

久
原
　
広
幸（
助
手
・
短
大
）

法
人
本
部
財
務
部
次
長
兼
経
営
企
画
部
次
長

 

中
村
　
紘
右（
教
務
部
事
務
部
長
兼
学
修
支
援
課
長

）

入
試
広
報
部
事
務
部
長
兼
入
試
広
報
部
広
報
室
長

 

小
川
　
康
生（
教
務
部
教
育
研
究
支
援
課
長
）

法
人
本
部
総
務
部
総
務
・
人
事
課
係
長

 

島
田
　
　
恵（
総
務
部
総
務
・
人
事
課
課
員
）

学
生
部
係
長
 
岡
本
　
健
人（
学
生
部
課
員
）

学
術
情
報
部
係
長
 

 

東
　
　
秀
明（
学
術
情
報
部
課
員
）

●
常
勤
教
員
か
ら
専
任
教
員
へ
の
人
事

　
（
平
成
28
年
4
月
1
日
付
）

助
手（
大
学
） 
入
来
　
　
寛（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 
梶
山
　
倫
未（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 
秦
　
奈
々
子（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 
中
村
　
恭
子（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
短
大
） 
古
川
　
茉
育（
常
勤
助
手
・
短
大
）

助
手（
短
大
） 
吉
永
　
伊
織（
常
勤
助
手
・
短
大
）

助
手（
短
大
） 
四
童
子
　
裕（
常
勤
助
手
・
短
大
）

壱
岐
幼
稚
園
教
諭
 

 

大
畑
　
友
美（
壱
岐
幼
稚
園
常
勤
講
師
）

●
配
置
換
え
人
事

　
（
平
成
28
年
4
月
1
日
付
）

准
教
授（
大
学
）圓
入
　
智
仁（
准
教
授
・
短
大
）

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
教
育
職
員

 

小
山
　
謙
一（
女
子
中
・
高
教
諭
）

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
教
育
職
員

 

三
浦
　
英
治（
三
陽
中
・
高
教
諭
）

教
務
部
事
務
部
長
兼
教
務
部
学
修
支
援
課
長

 

赤
司
　
博
文（
入
試
広
報
部
事
務
部
長
兼
広
報
室
長

）

教
務
部
教
育
研
究
支
援
課
長

 

坂
井
　
洋
隆（
学
術
情
報
部
図
書
情
報
課
長
）

学
生
部
係
長
 
今
藤
　
　
覚（
学
術
情
報
部
係
長
）

教
務
部
課
員
 
國
　
　
綾
子（
入
試
広
報
部
課
員
）

教
務
部
課
員
 
北
島
　
陽
子（
女
子
中
高
図
書
室
室
員
）

女
子
中
・
高
教
諭
 

 

居
村
　
俊
子（
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
）

女
子
中
・
高
事
務
室
室
員
 

 

塩
田
千
恵
子（
教
務
部
課
員
）

あ
さ
ひ
幼
稚
園
教
諭

 

田
中
　
陽
子（
壱
岐
幼
稚
園
教
諭
）

壱
岐
幼
稚
園
教
諭

 

久
保
　
綾
香（
あ
さ
ひ
幼
稚
園
教
諭
）

●
退
職
人
事

　
（
平
成
28
年
3
月
31
日
付
）

教
授（
大
学
） 

藤
田
　
　
守

教
授（
大
学
） 

佐
々
木
美
智
子

教
授（
大
学
） 

島
内
　
博
行

教
授（
大
学
） 

飼
牛
　
万
里

教
授（
短
大
） 

小
田
　
隆
弘

准
教
授（
大
学
） 

三
好
惠
美
子

講
師（
大
学
） 

大
川
　
洋
史

助
教（
大
学
） 

山
本
　
亜
衣

助
手（
大
学
） 

岩
本
　
華
奈

助
手（
大
学
） 

岡
　
　
恵
美

助
手（
大
学
） 

木
村
　
安
心

助
手（
大
学
） 

井
手
亜
希
子

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
職
員
 
山
口
　
尚
子

学
生
部
課
員
 

𠮷
田
　
麻
美

あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師
 

沢
田
　
　
望

●
退
職
人
事（
平
成
28
年
4
月
30
日
付
）

教
務
部 

課
員
 

白
濱
紗
和
子
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